
事 項｜デルフイニウム「フォルカフリーデン」の組織培養による大量増殖法

ね ら

栄養繁殖性品種「フォルカフリーデン」は、種苗費が高く購入時期が限られ

い ｜ていることから、形質の揃った苗を大量にかつ周年にわたって供給することが

l 求めらている。そこで、「フォルカフリーデン」の増殖方法を検討したところ、

組織培養による大量増殖法が確立できたので参考に供する。

組織培養による大量増殖法

＜培地組成＞

指
培地名 基本培地

BA I NAA Iショ糖｜ PVP 
(mg/L) I (mg/L) I ( g /L) I (mg/L) 固化剤

1/3 (KN03、NH4NQ3、NH2P04)
初代培地｜ MS 2 。～

0.02 
30 500 

ジェランガム
3 g /L 

ジェランガム
3 g /L 

寒 天
8 g /L 

導
増殖培地 MS 2 30 500 

微粉ハイポネックス
発根培地 ｜

1 a /L 

注 1）培養条件： 20℃、 60μmol・m-z・s-1、16時間明期

2) PVP：ポリピニルピロリドン（平均分子量40,000)

参 （培養手順） （培養方法） （期間） （増殖効率）

考

初代培養 ｜生長点を、葉原基 3～ 4

枚つけた状態で摘出。

増殖培養｜葉をすべて切除し、シ 3週間毎に継代増殖率 2倍／ 3週間

ュート数が2～ 4本とな 増殖培養を繰り返す

るように分割して継代。 ことにより、大量増殖

2か月 生存率 90%

内

発根誘導 ｜葉をすべて切除し、シ

ュートを株から 1本ずつ

分離して置床。

順 化｜育苗用土の入ったセルトレ

ーに移植する。日射が強い

場合には、寒冷紗下で管理。

1か月 発根率 90%

1か月 順化率100%

容 成苗

形質の揃った苗を大量に、かっ周年にわたって供給することが可能となるた
期待される効果 ｜

め、出荷期の拡大に伴う産地の拡大が期待できる。

本法は「フォルカフリーデン」に適した培養系であり、他の品種を増殖する
利用上の注意事項 ｜

場合には、培養条件を検討する必要がある。
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｛根拠となった主要な試験結果］

表 1 初代培養 1か月後のシュート状態 （平成11年 フラワーセあおもり）

BA NAA 置 床 正常シュート シュート長I)
葉（枚数）I) 

白色カルス
(mg/L) (mg/L) 個体数 再生個体数 (cm) 形成程度2)。 10 6 0.6 1.4 。 0.02 10 3 1.1 1. 6 十

0.2 10 4 1.1 2.0 ＋＋ 。 10 8 0.9 1.8 

0.2 0.02 10 7 1.4 2.4 

0.2 10 10 2.3 4.3 ＋十＋。 10 8 1.4 4.1 十

2.0 0.02 10 10 1.4 4.3 ＋ 

0.2 10 6 2.2 5.2 ＋＋＋ 

注 1）正常シュートのみ測定。

2）白色カルス形成程度は達観で 4段階に判別。

表2 増殖培養時のBA濃度が増殖率に及ぼす影響 （平成11年 フラワーセあおもり）

BA 置床 1回目株数 2回目株数 3回目株数 4回目株数 5回目株数 平均増殖株数
(mg/L) 株数 （増殖率 （増殖率） （増殖率 （増殖率） （増殖率） （平均増殖率）

0.0 
20 30 35 38 33 30 33.2 

(1. 5) (1. 8) (1. 9) (1. 7) (1. 5) (1. 7) 

0.5 
20 44 47 43 42 32 41.6 

(2. 2) (2. 4) (2. 2) (2 .1) (1. 6) (2 .1) 

1.0 
20 39 50 49 43 36 43.4 

(2. 0) (2. 5) (2. 5) (2. 2) (1. 8) (1. 8) 

2.0 
20 46 51 51 39 39 45.2 

(2. 3) (2. 6) (2. 6) (2. 0) (2. 0) (2. 3) 

5.0 
20 55 52 54 51 51 52.0 

(2. 8) (2. 6) (2. 7) (2. 6) (2. 6) (2. 6) 

10.0 
20 58 57 67 45 45 54.8 

(2. 9) (2. 9) (3. 4) (2. 3) (2. 3) (2. 7) 

注） BA2.0mg/Lで、増殖した培養苗については、開花調査を行った。

表3 発根誘導 1か月後の発根苗の状態 （平成11年 フラワーセあおもり）

基 本培 地 ショ糖L濃）度 置床
発（根%）率

シュー ト長
葉（枚数）＊ 

根数＊＊ 最大根長 1株当たり
個体数 (cm) （本） (cm) シュート数

微粉ハイポネックス 。 30 96.7 5.3 4.2 4.7 1. 5 2.5 

1 g /L 30 30 60.0 2.6 1. 7 2.7 1.1 1. 4 

微粉ハイポネ ックス 。 30 90.0 5.7 4.5 4.9 1. 6 2.4 

3 g /L 30 30 83.3 3.5 3.0 4.0 1.1 1. 9 

l/2MS 30 30 3.3 3.5 2.0 1.0 1. 3 3.0 

注 1) * ：緑色の活動葉のみを測定
2) **: 1次根を測定

［増殖株数の試算］

増殖スケジ、ユールを初代培養 2か月、増殖培養 8か月（35週）、発根誘導 1か月、）｜｜貢化 1か月と想定すると、

生長点10個から増殖を開始した場合、 1年間では、

10 （生長点） ×0.9 （初期生育率） ×2II （増殖率 2倍／ 3週間、増殖期間 8か月、 11回継代）

×0. 9 （発根率） ×1 （順化率） = 16,588株
理論的には、約16,000株の供給が可能である。
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